
 
 
 
 
 

７月２０～２２日の３日間にかけて開催された古高祭。皆さ
ん，楽しい思い出をつくることができましたでしょうか。今回
は，新型コロナウイルス感染症が５類に移行し，制限が緩和さ
れたため，コロナ流行前の盛り上がりを取り戻すことができた
ように感じております。この３日間のために，何か月も前から
準備してきた皆さん，本当にお疲れさまでした!! 
今年は模擬店やカラオケ大会などに参加してくださった有志
の皆さんが例年よりも多く（自分の知る範囲ですが），こんな
にも古高祭を盛り上げようとしてくださる人がいることへの喜
びと同時に，皆さんが満足できるような古高祭にしようと一層
引き締まった気持ちで当日を迎えることができました。委員長

としては，マイキーコスで客寄せパンダのようなことをするので精一杯でしたが，忙しい中，古高祭に尽力してくださった
実行委員の皆さん，先生方，本当にありがとうございました。来年の古高祭，楽しみにしています。頑張れ!! 
（３年３組 古高祭実行委員長 小嶋美輝 古川中学校出身） 

 
 今年度の体育祭（９月６
・７日実施）は天候に恵ま
れず，１日目は雨でした。
多少のハプニングはあった

もののほとんど滞りなく進めることができたと思います。２日目
も雨が予想され，晴天時・雨天時どちらにも対応できるように準
備を進めました。正直なところ２日目は決勝もあり盛り上がり所
が多かったので，雨だと皆の心もどんよりと曇ってしまうのでは
と不安が大きかったのですが，幸いにも空は青色を見せてくれま
した。大幅なタイムテーブルの変更があったにも関わらず，無事
終わることができて，心底ホッとしました。今回の体育祭開催に
あたり，運営では様々な試行錯誤を重ね，何度も話し合いを行っ
てきましたが，私は委員長として不甲斐なく，一生懸命に働いてくれた実行委員並びにご協力頂いた先生方に，この場をお
借りして心より感謝申し上げます。古高の三大イベントと呼ばれ，最後の大きな行事である体育祭。皆にとってこの体育祭
が良い思い出として残ってくれれば幸いです。（３年１組 体育祭実行委員長 佐々木朝希 古川南中学校出身） 
 

７月２８日,県内の中学校から
総数４５３名の参加申込があり，
本校オープンスクールが開催され

ました。全体会では吹奏楽部の演奏から始まり，昨年度卒業生（７５回生）
の岩谷拓さん（福島大学１年 岩出山中学校出身）・小野寺光咲さん（宮城
大学１年 小牛田中学校出身）が自らの体験をもとに高校生活を紹介し，生
徒会が学校紹介を行いました。懇談会ではオープンスクールスタッフの在校
生が教室ごとに運営し，古高生の日常や勉強法など各々趣向を凝らして説明
しました。多くの方のご参加，またアンケート等にご協力いただき，誠にあ
りがとうございました。学校紹介を担当した生徒会の加藤大樹副会長（３年２組 古川南中学校出身）は次号寄稿予定です。
おたのしみに。 
 
 
 

私たちは８月２７日に行われた「全日本合唱コンクール県
大会」に出場し，金賞を受賞しました。関野先生や木浪先生，
家族を始めとするたくさんの方の支えと，部員一人ひとりの

たゆまぬ努力が実を結び，とてもうれしいです。部の目標として掲げてきた「輝く音は輝く心から」を体現できたと思いま
す。東北大会出場への切符はつかめず悔しい気持ちも残りますが，それ以上の価値あるものを養い得た大会でした。勉強へ
の焦りを感じながらも，日々着実に成長する後輩たちとともに最後までやり抜いた３年生の仲間たち。私たちにしかできな
い音楽の完成形を一緒に目指したこのメンバーを私は誇りに思います。後輩たちが何を学び，どう生かすか。今後の活躍を
楽しみに思うと同時に，勉学においてはこの先も手本を示せる先輩でいたいと思います。最後に応援して下さったすべての
方々に感謝を申し上げます。（３年６組 合唱部部長 遠藤紫苑 築館中学校出身） 
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こんにちは，吹奏楽部です。私たちは，先日行われた第６６回
宮城県吹奏楽コンクールに出場し銀賞を受賞することができまし
た。県大会出場は５年ぶりであり，私達は新たな経験を積むこと

ができました。ここに至るまで，私たちは様々な努力を重ねてきました。中でも，自由曲で演奏した｢ドラゴンの年」は難曲
であり壁にぶつかることも多くありました。ですが，部員同士で支え合い困難を乗り越えた事で，吹きながら泣いてしまう
事もあるくらい感動的な曲に仕上げることができました。３年生はこの大会をもって引退となります。既に後輩達は３年生
の熱い想いを引き継ぎ，更なる高みを目指し練習に励んでいます。彼らなら私達以上の音楽を作り上げてくれることでしょ
う。最後に私達が全力で頑張れることができたのは，皆様の応援や支えがあってこそです。今後ともｆｗｏの応援をどうぞ
よろしくお願いします。（３年３組 吹奏楽部部長 佐々木美波 田尻中学校出身） 
 

 
 ８月８～１０日に仙台で行われた夏季写真撮影大会で，本校写真部員５名が
入選しました。その作品を紹介します。入選作品は左から，武田想「やっとひ
と息」（２年２組 古川中学校出身），熊谷朱乃「あおぞらの蝶」（２年３組 

 松山中学校出身），千葉悠登「いまからすべるよ！」（１年３組 古川南中学校出身），遠藤千春「夏を切り取って」（１
年５組 若柳中学校出身），亀卦川璃音「動じない」（１年５組 田尻中学校出身）となります。※プロのモデルを被写体
にした亀卦川さんの作品は，被写体の肖像権の都合上掲載できません。ご了承ください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

ソフトボール部から私と１年生２名（２組齋藤丈浩 古川東
中学校出身，３組佐藤悠基 中新田中学校出身）が，宮城県選
抜として８月１９日，２０日に岩手県で開催されたミニ国体

に出場しました。目標である国体出場に向けて，練習会や，クラブチーム・宮城県の成年男子の選抜チームとの練
習試合，大阪遠征を行いながら，他校の選手とコミュニケーションをとるなどして，団結力を高めていきました。
そして迎えた本番では，１回戦で山形県選抜と戦いました。攻撃では相手投手をなかなか攻略できず，守備ではエ
ラーも重なり，６回に一挙６点を失うなどして，４対８で敗れるという悔しい結果となりました。ミニ国体を通し
て，ワンプレーで流れが変わることや技術以外にも声がけや気持ちが大切だと学びました。また，レベルの高いチ
ームと対戦することで自分の実力不足を痛感しました。今回経験した悔しい気持ちを忘れず，技術的にも精神的に
も成長し，次は古高ソフトボール部として全国大会に出場できるように頑張ります。（２年６組 ソフトボール部
部長 野田泰生 古川東中学校出身） 
 

８月１９日，二戸市総合スポーツセ
ンターにて開催された第５０回東北総
合体育大会剣道競技に，宮城県少年の

部の代表として出場しました。その強化の一環で８月９日から１３日にかけて群馬･京都遠征に連れて行っていただ
き，全国各地の代表選手と多くの試合をしました。非常にレベルの高い相手に対し，自分の剣道を貫くことが難し
い中ではありましたが，自分に足りないものや団体戦における試合の運び方などを学ぶことができ，大変貴重な経
験となりました。大会当日は，初戦から全国３位の青森代表チームに当たり，たいへんな緊張の中，「自分は副将
としての役割を果たそう，そして何より自分の剣道を４分間貫こう」と心に決め，試合に挑みました。０－２で回
ってきた自分の試合は，勝たなくてはならない場面でした。相手は青森のエースの選手ではありましたが，強烈な
攻めにも怯むことなく攻め返すことができました。結果，勝つことはできませんでしたが，大変貴重な経験をさせ
ていただくことができました。今後はこの経験を絶対に活かし，「宮城県制覇」を達成すべく，日々の稽古に取り
組んでいく所存です。（２年１組 剣道部 櫻井凜乃 不動堂中学校出身） 
 

やっとひと息 あおぞらの蝶 いまからすべるよ！ 夏を切り取って 


